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Abstract
　The purposes of this study are to clarify the actual state of the sports club advisors’ 
worries and burdens in extracurricular sports activities at high school and to discuss 
the selection of the survey items that constitute the stressor scale for sports club 
advisors at high school. In order to collect data, 42 sports club advisors （31 males and 
11 females） in the public high schools participated in this study. They were requested 
to complete the questionnaire consisting of free descriptive sections intended to have 
respondents state their opinions in writing about “what worries and burdens the sports 
club advisors experienced through their participation in the extracurricular sports 
activities”. The descriptive data were collected and analyzed based on the KJ-Method 
（Kawakita, 1967）.
　The number of descriptive data gathered from the sports club advisors’ responses 
were 88 items. These data were grouped according to similar contents to construct 20 
groups. Next, these groups were categorized into the following 8 factors; “members 
of sports club”, “environment of sports activities”, “leadership abilities”, “time-
dependent burdens”, “financial burdens”, “physical burdens”, “inadequate system of 
extracurricular sports activities”, and “relationships between advisors”. Finally, this 
paper discusses the importance of considering the content validity for selection of the 
survey items that constitute the stressor scale for sports club advisors.
　Key Words: sports club activities, stress management, stressor, worries and burdens.
Ⅰ　はじめに
　新学習指導要領において運動部活動（以下，
部活動と称す）が「教育課程に関連する事項」
として明示されたことにより，学校教育活動に
果たす部活動の役割はなお一層，重要視される。
部活動の意義については様々な意見があるもの
の（園山，1998；内海，1998；清水，2006），
おおよそ「健康・体力」，「生涯スポーツ」，「楽
しさ体験」，「人間形成」，「学校生活への貢献」
として，教育的，社会的な側面からまとめるこ
とができる。そして，それらのことは現在にお
ける健康ばかりではなく，将来における健康ま
でもが視野に入れられている。このように，生
徒が部活動を行う現代的意義は，その参加者が
生涯という時間軸において幅広く健康であるた
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めの基礎を培うことにあると考えられ，部活動
は生涯に渡る健康を実現するための機会として
重要な役割を担っているといえる。ところで，
そのような部活動の意義に参加者である部員が
触れるためには，部員が部活動の環境に適応で
きることが重要である。そのような観点から，
渋倉ほかによる一連の研究（渋倉，2001；渋
倉・小泉，1999；渋倉・森，2002；渋倉・森，
2004；渋倉ほか，2008）では，部員の心理的ス
トレスに注目して，部活動適応に関わる検討が
行われてきた。そこでは，部活動の主体である
部員の側から部活動適応に関わる支援策を講じ
ており，部員用のストレスマネジメントプログ
ラムの開発やその実施において，一定の成果や
効果があることが認められた。そして，今後の
課題として，部活動における人的環境としての
指導者が部員の部活動適応に及ぼす影響を検討
することの必要性が指摘された。
　部活動は運動部顧問の指導の下で活動が行わ
れるが，指導者としての運動部顧問が部員の部
活動適応に果たす役割は非常に大きいといえ
る。ところが，部活動の指導を主に当該学校の
教員が担っているという現状において，指導
者を巡る問題は制度的，人材的な事柄をはじ
めとして多くのことが指摘されている（内海，
1998）。特に，近年では教育現場における多忙
感の増大（布川，2006）が指摘されるようにな
り，そのような，精神的ゆとりが少ない状況下
で，部活動の指導はかなりの負担を要するもの
であることが想像される。さらに，多様な期待
や価値観を有する部員やその保護者との人間関
係，部活動が有する教育性と競技性への対応な
ど，指導現場が抱える悩みは多くあることが指
摘されている（たとえば，西島，2006）。この
ように，運動部の指導者を取り巻く現状は決し
て平穏ではなく，運動部顧問は部活動の内外で
直面する様々なストレスへの対応を迫られなが
ら部員への指導を行っているといえる。これら
のことから，部員の部活動適応に影響を及ぼす
人的環境としての運動部顧問の心理的ストレス
の実態を把握し，それへの効果的対処を検討す
ることを通して，運動部顧問のストレスマネジ
メントに向けた支援策を講じることは重要であ
るといえる。
　上記の課題に取り組む最初の段階として，ま
ずは，運動部顧問が部活動の指導を行ううえで
体験する悩み事や負担の実態を検討することが
必要であろう。なぜなら，部活動の指導を行う
中で体験する悩み事や負担は運動部顧問にとっ
て重大なストレッサーになっていることが考え
られるからである。このことによって，運動部
顧問が遭遇するストレッサーの内容が理解さ
れ，ストレスマネジメントにおけるストレスの
原因を特定することが可能となる。併せて，そ
の検討結果をもとに，運動部顧問が日常の部活
動指導で直面するストレッサーを測定する尺度
の作成に繋げることも望まれる。運動部顧問は
部活動指導において，どのようなストレッサー
をどのような頻度，強度で経験しているのか，
あるいは，それを経験することによって彼らの
メンタルヘルスはどのような影響を受けるの
か，これらのことを検討するうえで，信頼性と
妥当性を備えた運動部顧問用のストレッサー尺
度を開発することは不可欠である。
　このようなことから，本研究では，運動部顧
問が部活動の指導を行う中で体験する悩み事や
負担の実態を概観することを目的とする。また，
そこでの検討結果をもとにして，今後，運動部
顧問用のストレッサー尺度を開発することに向
けた調査項目群の選定に関しても言及する。
Ⅱ　方法
　1．調査対象者
　調査対象者は，N県の県立高等学校 3 校の
運動部顧問 42 名（男性 31 名，年齢の平均値
43.68，年齢の標準偏差 8.67，指導年数の平均
値 18.32，指導年数の標準偏差 10.22；女性 11
名，年齢の平均値 40.82，年齢の標準偏差 6.26，
指導年数の平均値 10.45，指導年数の標準偏差
7.30）であった。
　2．調査内容
　運動部顧問が普段の指導を行う中で体験して
いる悩み事や負担となる出来事を自由記述形式
で回答を求めた。具体的には，「普段，あなた
が部活動を指導していて，悩み事や負担である
と感じる出来事をいくつでもお書き下さい」と
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いう教示文を提示した。
　3．調査時期
　平成 24 年 4 月下旬から 5月上旬にかけて実
施した。
　4．手続き
　調査対象校となった 3校の運動部顧問 3名を
介して，その運動部顧問と同じ高等学校に勤務
する他の運動部顧問に質問紙を配布した。回答
後の質問紙は，仲介を引き受けてくれた運動部
顧問にとりまとめを依頼して回収した。また，
調査は著者が所属する研究機関にある倫理委員
会の承認を得て実施し，調査対象者には文書に
より研究目的，方法，データの取り扱い，プラ
イバシーの保護等の説明を行い，回答の承諾を
得た。
Ⅲ　結果と考察
　1．運動部顧問の悩み事や負担の実態
　調査対象者から得られた自由記述は，全体
で 91 個であった。それらを 1つの文章が単一
の意味内容を示すように区切り，語尾に統一感
を持たせるように修正を施した。さらに，運動
部顧問の悩み事や負担とは無関係と思われる
記述を削除し，最終的に 88 個の記述データが
得られた。これらのデータは，KJ 法（川喜多，
1967）を用いて類似した内容にまとめられ，そ
れらを単位とするグループを構成し，さらにカ
テゴリー化された。具体的には，運動部顧問の
悩み事や負担は 20 のグループに類別され，そ
れらはさらに 8つのカテゴリーに分類された。
すなわち，「部員」，「活動環境」，「指導力」，「時
間的負担」，「金銭的負担」，「体力的負担」，「制
度の不整備」，そして「顧問間の人間関係」と
いうカテゴリーが抽出された。なお，これらの
作業は，スポーツ心理学を専門とする研究者 1
名によって進められた。
　以下では，最終的に抽出されたカテゴリーを
説明する。なお，抽出されたグループ，カテ
ゴリーとそれらに分類された記述データを表 1
に，抽出されたグループとカテゴリーの説明を
表 2,3 に示した。また，グループ名を＜＞内に
表記した。
　1）部員
　このカテゴリーは，「部員の能力や態度に関
すること」と説明され，部員の活動意欲や生活
態度に不十分な点があることを表す＜活動意
欲・態度＞，部員の競技力が低かったり，上達
しなかったりすることを表す＜競技力＞とい
う 2つのグループで構成された。具体的な記述
例としては，「部員に向上心が欠けていること」
や「しっかり活動していてもなかなか結果がつ
いてこないこと」等の内容があった。
　部活動は，スポーツに興味と関心を持つ同
好者によって組織される活動である（文部省，
1999）。しかしながら，参加者である部員が部
活動を行う目的やそれへの関心は多様であると
いえる。また，1つの学校に同じ種目のクラブ
が複数あることは通常はなく，多様な競技レベ
ルの部員が単一のクラブで活動するのが現状で
ある。当然，練習の効果にも個人差があり，上
達の早さも部員によって異なることが想定され
る。このようなことから，部員によって活動意
欲は異なり，競技力が低かったり，上達が遅かっ
たりする部員もでてくるだろう。こうしたこと
が，運動部顧問にとっては悩みであるというこ
とが示された。
　2）活動環境
　このカテゴリーは，「部活動の環境や指導条
件に関すること」と説明され，部活動以外の校
務が忙しく，部活動を指導する時間がとりにく
いことを表す＜校務の多忙さ＞，練習施設の条
件が十分に整っていないことを表す＜練習施設
＞，部員数が不足していて，試合や練習などの
活動が十分に行えないことを表す＜部員不足
＞，学校全体の部活動に対する志気が低いこと
を表す＜学校の雰囲気＞，そして，保護者や
OB会からの協力が十分に得られないことを表
す＜保護者・OB＞という 5つのグループで構
成された。具体的な記述例としては，「校務分
掌が忙しすぎて，部活動に出られないこと」，「活
動場所が学校から離れていること」，「試合や練
習をするのに十分な部員数が確保できないこ
と」，「学校全体が部活動をがんばろうという雰
囲気ではないこと」，「保護者やOB会からの協
力を得られないこと」等の内容があった。
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　運動部顧問は部活動の指導者である前に高等
学校の教員である。そして，校務が多忙である
ことについては，運動部顧問のみならず，教育
現場全般に指摘されていることである（たとえ
ば，布川，2006）。このような現状にあって，
運動部顧問が部活動の指導に十分な時間を費や
すことは難しいだろう。また，学校の様々な条
件によって，グラウンドや体育館などの練習施
設や部員数に恵まれることもあれば，そうでな
いこともある。これらは活動の内容に大きく影
響を及ぼす環境要因であり，財政面や地域的な
問題もあるが，学校が部活動を積極的に推進し
ているかどうかという雰囲気的な側面に左右さ
れる部分も大きいだろう。また，保護者会や
OB会等の支援体制のあり方も，部活動の充実
度に大きな影響を及ぼすといえる。このような
活動環境に関わることが，運動部顧問にとって
悩みとなることが示された。
　3）指導力
　このカテゴリーは，「自分自身の指導力に関
すること」と説明され，自分の専門とは異なる
種目の部活動を任され，満足な指導ができない
ことを表す＜専門外種目＞，自らの指導力が未
熟であることを表す＜指導力不足＞という 2つ
のグループで構成された。具体的な記述例とし
ては，「専門とは異なる種目を指導しているの
で専門的なアドバイスができないこと」，「上級
者への指導が十分にできないこと」等の内容が
あった。
　競技経験がある運動部顧問であっても，自ら
が専門的に行ってきた競技種目の顧問になれる
とは限らない。そして，その場合には，自分の
競技経験がそのまま部活動の指導に活かされな
いことになる。また，顧問を任される全ての教
師に競技経験があるわけではない。そうした運
動部顧問の場合には，改めて研修を積まない限
り，部活動に求められる指導力を身につけるこ
とは難しいだろう。このようなことから，自ら
の指導力に関する内容も運動部顧問の悩みに
なっていることが考えられる。
　4）時間的負担
　このカテゴリーは，「部活動に費やす時間的
負担に関すること」と説明され，部活動の練習
で，連日遅い時間まで拘束されることを表す＜
活動時間＞，学校の休日にも部活動があり，十
分な休息がとれないことを表す＜休日の活動
＞，部活動に費やす時間が多く，家族と交流す
る時間がとりにくいことを表す＜家族との時間
＞，そして，部活動に費やす時間が多く，校務
に十分な時間を当てられないことを表す＜校務
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への影響＞という 4 つのグループで構成され
た。具体的な記述例としては，「平日は遅くま
で指導して，時間の余裕がないこと」，「休日の
練習が忙しく，休息がとれないこと」，「土日の
指導のため，家族と過ごす時間が少なくなって
しまったこと」，「授業の準備に十分な時間が当
てられないこと」等の内容があった。
　部にもよるが，平日は放課後に 2〜 3時間の
活動を行い，土日にも半日練習や，対外試合な
どで 1日を部活動に費やすこともあるというの
が現状である。そうした時間外勤務が増えるこ
との影響として，授業準備やその他の校務，そ
して家族との生活に十分な時間を当てられな
かったりするだろう。また，趣味や自己研鑽の
時間がとれないばかりか，休養すらままならな
いという状況もあるようである。部活動指導に
伴う顧問教諭の時間的な負担は，指導者が安心
して指導に関われるような部活動運営を考える
うえで大きな問題であるといえる。
　5）金銭的負担
　このカテゴリーは，「部活動に費やす金銭的
負担に関すること」と説明され，部活動の出費
に対して自己負担があることを表す＜出費＞と
いう 1つのグループで構成された。具体的な記
述例としては，「高体連以外の大会は旅費がほ
とんどなく，費用負担があること」，「生徒から
部費をとらないので，何かあれば自分がかぶら
なければならなくなったこと」等の内容があっ
た。
　これも部によって異なるだろうが，学校から
の補助金や，部員から部費を徴収することに
よって，いくらかの運営費は確保されよう。し
かし，部員に充実した活動を提供したいという
思いが強ければ強いほど，支出が増すことは
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想像に難くない。予算が潤沢であればよいが，
そうでない場合には運動部顧問自身の負担に
よってそれをまかなうこともあるということで
ある。これも先の時間的負担と同様に，指導者
が安心して指導に関われるような部活動運営を
考えるうえで大きな問題となる。
　6）体力的負担
　このカテゴリーは，「部活動に費やす体力的
負担に関すること」と説明され，部活動が体力
的に負担となることを表す＜体力＞という 1つ
のグループで構成された。具体的な記述例とし
ては，「年齢や身体的に怪我が心配で一緒に活
動できないこと」，「年老いた体に過重な負担が
かかっていること」等の内容があった。
　体力的な負担は年齢に応じて想定することも
可能であるが，一概にそうともいえないだろう。
なぜなら，もともと体力に自信がない者にとっ
ては，運動部の指導に困難を感じることも多い
と考えられるからである。怪我や故障の危険性
も伴うこともあり，これらの内容が体力に自信
のない運動部顧問にとっては，負担となってい
ることが示されたといえる。
　7）制度の不整備
　このカテゴリーは，「部活動運営に関わる制
度上の問題に関すること」と説明され，部活動
の顧問は負担が大きいのにも関わらず，それを
不平等に任されることを表す＜負担の不均衡
＞，時間外手当のあり方に不満を感じながら指
導することを表す＜不十分な手当＞という 2つ
のグループで構成された。具体的な記述例とし
ては，「一部の教員に過重な負担がかかること」，
「現状では，先生方のサービス的な部分にかな
り頼っていること」等の内容があった。
　学校教育活動として部活動が進展する過程に
おいて，部活動が学習指導要領上で詳しく説明
されてこなかったということがある。そのこと
が現在にまで引き続く，部活動のいくつかの矛
盾や課題を生んできたといえる（西島，2006）。
近年になり，部活動指導に伴う時間外勤務に対
して，ようやく手当が支払われるようになった
が，それ以前は，顧問教諭が部活動に費やす時
間に対して教育活動としての報酬が支払われる
ことはなかった。すなわち，顧問教諭は事実上，
ボランティアという立場で部活動指導に臨まざ
るを得なかった時期が長くあったということで
ある。このような改善があったとはいえ，現在
でも不十分な手当で，多くの教員が負担の大き
い部活動の指導を任されているのも事実であ
る。また，手当の問題とは別に，負担の平等化
という観点から，顧問教諭の適正配置を制度化
することも必要だろう。このような部活動の制
度上の問題も，運動部顧問の悩みを引き起こし
ているということが考えられる。
　8）顧問間の人間関係
　このカテゴリーは，「他の顧問との人間関係
に関すること」と説明され，部活動の指導に消
極的な顧問がいることを表す＜消極的な顧問
＞，部活動の理念や教師としての専門性から外
れた顧問がいることを表す＜過熱化した顧問
＞，同じ部内の他の顧問との関係づくりが大変
なことを表す＜新たな関係の構築＞という 3つ
のグループで構成された。具体的な記述例とし
ては，「副顧問が協力的ではないこと」，「教科，
クラス指導，分掌そっちのけでのめり込んでい
る人がいること」，「外部指導者との関係が大変
なこと」等の内容があった。
　人間関係に関する悩みは運動部顧問に限った
ことではなく，あらゆる職業に広く共通するこ
とである（島津，2006）。そして，先に指摘し
たような部活動に関わる制度の不整備も関係し
て，顧問教諭の部活動に関わる姿勢は，教科へ
の関わり方よりも多様であることが推測され
る。すなわち，放任的な運動部顧問もいれば，
熱心に部員に関わる運動部顧問もいる。ときに
は，部活動の理念から外れた指導をする者や，
他の校務より優先して部活動指導にあたる者も
いるようである。このような，多様な関わり方
をする周囲の指導者との人間関係は，運動部顧
問の悩み事の 1つであることが示された。
　2． ストレッサー尺度の開発に向けた調査項
目の選定に関わる検討
　ここまでの検討において，運動部顧問が部活
動の指導を行う中で体験する悩み事や負担の実
態が大枠として示された。ところで，部活動の
指導を行う中で体験する悩み事や負担は，運動
部顧問にとって重大なストレッサーになってい
ることが考えられる。ここでは，そのような想
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定の下，実態調査の結果を受けて，今後，運動
部顧問用のストレッサー尺度を開発するうえ
で，どのような項目群を設けて調査を進めてい
けばよいのかということに関して言及を試み
る。
　運動部顧問から得られた自由記述データを分
析したところ，運動部顧問の悩み事や負担には，
「部員」，「活動環境」，「指導力」，「時間的負担」，
「金銭的負担」，「体力的負担」，「制度の不整備」，
そして「顧問間の人間関係」という内容がある
ことが示された。運動部顧問用ストレッサー尺
度の開発に向けた調査を行う際にも，これらの
内容を含めて調査項目群を設けることは重要だ
ろう。
　ところで，心理尺度の作成にあたってもっと
も考慮すべき点は，その尺度が信頼性と妥当性
を兼ね併せているということである。とりわけ
項目選定の段階においては，内容的妥当性を保
証することに注意を払う必要がある。内容的妥
当性とは，測定したい構成概念の内容が側面的
に整理されているとき，その内容を網羅的に測
定するための項目が揃っているかどうかという
ことを問題とする（菅原，2001）。したがって，
調査項目の選定においては，構成概念が想定す
る各側面について取りこぼしなく項目を揃える
ことが必要となる。このようなことから，運動
部顧問用のストレッサー尺度を構成する調査項
目の選定についても，運動部顧問が経験するス
トレッサーの内容を包括的に網羅していること
が重要となる。そして，そうした項目群を作成
する際には個人の発想も有効な手段となること
が，菅原（2001）によっても指摘されている。
そこで，本研究で抽出された悩み事や負担の内
容を手がかりとして，運動部顧問のストレッ
サーとして加わる可能性がある内容について，
推測的な検討を試みた。
　最初に，「部員」カテゴリーの中に＜活動意欲・
態度＞と＜競技力＞というグループがあるが，
これらに加えて，運動部顧問の悩み事の対象と
なりそうなものに，部員間の人間関係や部員と
運動部顧問間の人間関係があることが考えられ
る。部員間の人間関係には同級生同士の他，先
輩後輩関係などもあるといえる。つづいて，「活
動環境」に関しては＜練習施設＞という内容が
あったが，これとの関連からは消耗品としての
練習用具をあげることができる。また，＜保護
者・OB＞という内容に関しては，それらから
の協力支援ということの他に，保護者間や保護
者と運動部顧問間のトラブルなどもありそうで
ある。たとえば，レギュラーの位置をめぐって，
部員の親同士の関係が悪化したり，運動部顧問
に何らかの働きかけを行ったりするということ
も可能性とはあり得る。「指導力」に関しては，
時代の移り変わりから，かつて自分が受けてき
た指導方法が，今の現場では通用しなくなって
きていることもあるだろう。そのような指導方
法や指導理念の再構築を迫られることも，運動
部顧問にとっては戸惑いとなる内容かもしれな
い。また，「時間的負担」に関しては，普段の
練習の他，行事的な位置づけにある合宿練習な
どに費やす時間も負担になると思われる。最後
に，「顧問間の人間関係」については，同じ競
技連盟に所属する他校の指導者との人間関係が
負担の対象となっている可能性があることも推
測される。
　また，実態調査で抽出されたカテゴリー以外
の内容としては，地域からの期待というような
内容があることも考えられる。特に，伝統校や
強豪校といわれるような運動部については，こ
のような内容が負担となる可能性は高そうであ
る。その他，運動部顧問自身の興味や関心，あ
るいは，やりがいという観点から，部活動指導
そのものに関わることが負担であるということ
もあるかもしれない。
　以上のように，心理尺度の作成において，そ
の尺度が内容的妥当性を備えていることは重要
である。したがって，運動部顧問用ストレッサー
尺度を開発する際には，ここで検討された内容
も考慮に入れて調査項目群を選定し，それに向
けた調査を行うことが望まれる。
Ⅳ　まとめと今後の課題
　本研究の目的は，運動部顧問が部活動の指導
を行う中で体験する悩み事や負担の実態を概観
することであった。また，そこでの検討結果を
もとにして，今後，運動部顧問用のストレッサー
尺度を開発することに向けた調査項目群の選定
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に関しても言及した。
　検討の結果，運動部顧問の悩み事や負担とし
て，「部員」，「活動環境」，「指導力」，「時間的
負担」，「金銭的負担」，「体力的負担」，「制度の
不整備」，そして「顧問間の人間関係」のそれ
ぞれに関する内容が示された。また，運動部顧
問用ストレッサー尺度の開発に際しては，上記
の悩み事や負担の他，部員や保護者関係などの
人間関係上のトラブル，練習用具，地域からの
期待等といった内容も考慮して，調査項目群を
選定することの重要性が指摘された。
　今回の調査は，運動部顧問の悩み事や負担の
実態を明らかにすることであったが，調査対象
者となったのは高等学校 3校に所属する運動部
顧問であった。したがって，この調査をもって
悩み事や負担感の実態を捉えきれているわけで
はない。たとえば，指導者の性，年齢，指導年
数の違いによって悩み事や負担に何らかの特徴
があることは予想される。また，運動部の競技
レベルや指導者自身の指導理念によっても，そ
れらは異なることが考えられる。今後は，開発
が見込まれるストレッサー尺度を用いて，多く
の属性を想定した運動部顧問を対象として調査
を行うことにより，悩み事や負担の実態を詳細
に検討することが課題である。
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